
 

『北関
きたかん

』全線開通の整備効果① 
 

 
出典：群馬県、栃木県、茨城県発行『もっと』 

 

 
 
 
 
 

◎地域間の移動時間が大幅に短縮されます。 

・ 前橋、宇都宮、水戸など、主要都市間の移動時間が大幅に短縮されます。これにより、北

関東３県の地域連携が盛んになり、産業経済や周辺地域の発展にも大きく寄与します。
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『北関

きたかん

』全線開通の整備効果② 
出典：群馬県、栃木県、茨城県発行『もっと』 

 
◎常陸那珂港へのアクセス向上で新たな経済活動の拡大 

・ 全線開通により、常陸那珂港と群馬、栃木、茨城３県をダイレクトに結び、独自のネット

ワークを構築して地域の物流効率を格段に高めます。 

・ これにより、国際競争力が向上するともに、新たな工業団地や物流拠点などの沿線におけ

る活動の可能性がこれまで以上に広がります。 
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東京港 
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『北関

きたかん

』全線開通の整備効果③ 
出典：群馬県、栃木県、茨城県発行『もっと』 

 
 
 
 
 

◎医療機関へのアクセス向上で救急活動をバックアップ 

・ 全線開通により、群馬、栃木、茨城各県の第三次救急医療機関への30分到達圏域を拡大

し、救急活動をバックアップするなど、安心できる暮らしの確保に大きく貢献します。
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現在開通時点の
30分圏域

全線開通時に拡大する
30分圏域

第3次医療機関
茨城県 ①茨城西南医療センター病院

②国立病院機構水戸医療センター
③財団法人筑波メディカルセンター病院
④総合病院土浦協同病院

栃木県 ⑤自治医科大学附属病院
⑥済生会宇都宮病院
⑦足利赤十字病院
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⑨獨協医科大学病院

群馬県 ⑩国立病院機構高崎病院
⑪前橋赤十字病院
⑫群馬大学付属病院
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救急活動における経過時間と死亡率 
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8 



 
 『北関
きたかん

』全線開通の整備効果④ 
出典：群馬県、栃木県、茨城県発行『もっと』 

 
 
 
 
 
 
 

◎年間約1,850億円の経済効果が期待されます。 

・ 全線開通により、周辺道路の交通が高速道路へ転換することによる走行時間の短縮、交通

事故の減少や走行速度向上による環境改善により、年間約1,8５0億円の大きな経済効果

が生まれます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その他 

(首都圏) 

群馬県 

栃木県 

茨城県 

約 230億円/年 

現在の開通による経済効果 

※平成32年時点の推計値、直接便益の積算により算出 

群馬県：約340億円/年 

栃木県：約420億円/年 

茨城県：約330億円/年 

約 1,8５0億円/年 

全線開通による首都圏の経済効果 
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みなさんの声（笠間西ＩＣ～友部ＩＣ開通） 

今回の開通に対する安全安心の向上や観光振興・産業の活性化への期待の声が多くの方々か

ら寄せられています。 

◎安全・安心の向上 

桜川市総務課 
これまで桜川市では道路（特に国道 50 号）が混雑しているため、水戸方

面への医療搬送は少なかったが、北関東自動車道の延伸により時間短縮が

見込める。搬送先の選択肢が増え、救命率の向上にもつながることから、

市民の期待は非常に大きいものと思われる。 

 

アクアワールド・大洗 

「アクアワールド・大洗は県内にある施設だが県西地域からは遠いところに

あるイメージ」というアンケート結果がある。北関東自動車道の整備により、

当館は近いというイメージができあがり、多くの来館が見込める。全線開通

後は栃木県・群馬県からの来館者も見込めるため、大いに期待している。

◎観光振興の拡大 

笠間稲荷神社 

全線開通後は県西地区や栃木・群馬からの来社を期待しており、今回の開通で

も来社数が増加すると考えている。笠間市は観光資源が豊富で、季節ごとのイ

ベントや花祭り・焼物・史跡旧跡等が多く、年間を通してのイベント数は県内

一なので、笠間西 IC の利用者は多いと考えている。全線開通の場合なら海か

らの帰りに笠間に寄って頂けることも期待している。 笠間稲荷神社

◎産業の活性化 

北つくば農業共同組合 

これまでより高速道路の出入口が近くなるため、移動時間が短縮され事業拡

大が期待される。 

運送会社 

「常陸那珂港や北関東自動車道を軸に、茨城を首都圏の新たな物流拠点にし

ていきたい」（提供：茨城新聞） 

製造会社

「北関東自動車道の開通などによる常陸那珂工業団地の発展性を評価し立

地を決めた」（提供：茨城新聞） 

※ ＮＥＸＣＯ東日本調査 
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みなさんの声（『北関

きたかん

』全線開通） 
出典：群馬県、栃木県、茨城県発行『もっと』 

 
 『北関

きたかん

』全線開通に対する期待の声が多くの方々から寄せられています。 

群馬県 桐生市在住 男性 
今は年数回、北関東を利用して軽井沢に行っています。 
子供の成長に合わせて外出も多くなると思うので、便利にな

るから良いと思います。 

茨城県 笠間市在住 女性 
全線開通することにより東京までの時間短縮や活動範囲の

拡大が図れるので良いと思います。 
観光地の近くは一般道が渋滞するので、北関東の早期開通

をもっとＰＲして欲しい。 

栃木県 真岡市在住 男性 
このあたりには東西を結ぶ道路がなかったので、便利になる

と思います。 
全線開通したら新潟方面にスキーやスノーボードに行きたい 

東京都 足立区在住 男性 
仕事で工業団地を回っているため、常磐道、東北道、関越

道とも頻繁に利用しています。 
全線開通すれば一気に工業団地を回れるため、とても便利

になると思います。 
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